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富士山歴訪の旅 

１． 大月秀麗富嶽十二景登山の旅  ２０１２年 

   【１４】一番雁ヶ腹摺山 姥子山  ９月２９日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全力で突っ走れ！ 折乃笠部長 
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目次 

【１】目的 

（１）更なる大月発見 

（２）大月市民特性の地理的背景 

（３）何事にも目的を持ってチャレンジ 

【２】大月市秀麗富嶽十二景 十九峰 地図 

【３】 八番 岩殿山           ４月３０日（月） 

【４】 六番 扇山            ５月１９日（土） 

【５】 十一番 高川山          ５月２６日（土） 

【６】 七番 百蔵山           ６月１０日（日） 

【７】 八番 お伊勢山          ７月１４日（土） 

【８】 十番 九鬼山           ８月 ４日（土 

【９】 九番 倉岳山 高畑山       ８月１３日（月） 

【１０】二番 牛奥ノ雁ヶ腹摺山 小金沢山 ８月１６日（木） 

【１１】五番 奈良倉山          ８月１８日（土） 

【１２】十二番 清八山 本社ヶ丸     ９月 １日（土） 

【１３】四番  笹子雁ヶ腹摺山      ９月 ９日（日） 

【１４】一番 雁ヶ腹摺山 姥子山      ９月２９日（土） 

【１５】三番 大蔵高丸 ハマイバ     １０月 ６日（土） 

【１６】四番 滝子山           １１月 ２日（金） 

【１７】考察 

 （１）更なる大月発見 

①全体を通して 

  ②秀麗富嶽十二景 日本一富士山が美しい十九の峰 

③大月の文化 

  ④悲しみの森 

  ⑤まとめ 

（２）大月市民特性の地理的背景 

 （３）何事にも目的を持ってチャレンジ 

   ①心意気 

②チャレンジ ベスト５ 

  ③失敗 ワースト５ 

   ④楽しかった ベスト５ 

【１８】まとめ 
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【１４】秀麗富嶽十二景 一番 雁ヶ腹摺山 姥子山 

              （がんがはらすりやま うばこやま） 

９月２９日（土） 

自宅 → 大峠  車 

大峠 →雁ヶ腹摺山 → 姥子山 → 金山峠 → 金山民宿村 → 

遅能戸地区 → 浅利地区 → 自宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折笠の家 

車で２０ｋｍ 
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一番 雁ヶ腹摺山 姥子山 

 

５時５０分 

起床。うす曇。 

今日の朝は比較的あたたかい。 

絶好の登山日和である。 

 

十分な朝食を取り、体力補強。 

（ご飯大盛、味噌汁、梅干、ウインナー、野菜ジュース。） 

 

今日は、共に一番の雁ヶ腹摺山・姥子山に行く。 

 

家内に麓の大峠まで車で送ってもらい、その後、大峠、 

雁ヶ腹摺山、姥子山、金山峠、金山民宿村、遅能戸地区、 

浅利地区、我が家まで、スルーで歩く。 

 

雁ヶ腹摺山は、地元浅利から遥か遠くに見ることができ、 

「ガンバラ」と呼ばれて、親しまれている。 

どんなに天気が良くても、ガンバラに雲が掛かると 

雨になると言われている。 

 

小生も、子供会の遠足や地元友人と作った登山クラブ 

ピッケルズ（反省会がメイン）で登った事はあるが、 

その時は帰りも車を使用して、今回のように我が家まで 

スルーで歩くことは無かった。 

 

今回のスルーで歩く目的は、 

・雁ヶ腹摺山 姥子山の登山 

・地元の文化、歴史の探索 

・昔の思い出感傷の旅 

である。 

 

６時２０分 

家内と赤い折笠シエンタと出発。 

山間を走るうちに天気が良くなってきた。 

山々の緑が綺麗である。 

浅利から雁ヶ腹摺山を望む 
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６時５５分 

２０ｋｍ走って大峠着。 

 

家内と赤い折笠シエンタを送り出す。 

「浜野屋のパート頑張ってね。 

 夜は美味しいものをご馳走すっから。」 

 

７時０３分 

大峠を出発。 

すっかり秋の気配。清々しい凛とした空気。 

 

雁ヶ腹摺山山頂を目指す。 

 

ここで雁ヶ腹摺山を紹介。 

『雁ヶ腹摺山は、標高１８７４メートル、山梨百名山の一つ。  

 

小金沢連峰と当山との鞍部である大峠は、渡り鳥で 

あるガンがその腹をこするようにしてここを越えて 

いったことから、雁ヶ腹摺と呼ばれた。 

 

このことから当山の名がついたと言われる。 

 

山頂は富士山の展望に恵まれ、五百円紙幣の 

裏側に印刷されていた富士山の絵の原画となった 

写真は、１９４２年１１月３日に名取久作によって 

この山頂から撮影された。』 

 

 

今回で、大月の三つの雁ヶ腹摺山を制覇したことになる。 

一番  雁ヶ腹摺山 

二番  牛ノ奥雁ヶ腹摺山 

 四番  笹子雁ヶ腹摺山 

 

 

 

 

雁ヶ腹摺山 

 

 

 

任務を終えて帰る家内と赤い折笠シエンタ 

 

 

 

雁ヶ腹摺山 登山道入り口 
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１１時５５分 

黒岳到着。 

全体の予定より４５分早いペースのため、 

ここで雁ヶ腹摺山を紹介。 

『雁ヶ腹摺山は、標高 1874 メートル、山梨百名山の一つ。  

 

 

７時０５分 

木々と苔と岩の緑が鮮やか。 

庭園のよう風景である。 

 

７時２０分 

木の橋を渡る。 

今までの登山道とちょいと違う。 

非常に風情がある。 

 

 

 

 

二番 牛奥ノ雁ヶ腹摺山 

四番 笹子雁ヶ腹摺山 

一番 雁ヶ腹摺山 

大月駅 

折笠の家 

庭園のような 

風情のある風景 
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７時２５分 

ほどよい登り坂と緑の景色で快適である。 

今までの山の厳しいコースに比べると楽である。 

 

７時４０分 

と思いきや、登り坂が厳しくなってきた。 

汗も噴き出してきている。 

トレーナを着てる場合じゃない。 

ちょっと休憩。 

 

７時４２分 

トレーナを脱いだら体が軽くなった。 

よし！一気に頂上を目指すぞ！ 

 

 

７時４３分 

登山途中、富士山と御対面。 

久々に観た富士の姿の美しさに感動した。 

疲れが吹っ飛ぶ感じ。 

 

 

 

７時５０分 

石がきれいに積んである。 

石舞台？ 

戦国時代ののろし台かもしれない。 

 

 

 

７時５１分 

景色がのどかな丘陵地帯に変った。 

向こうに頂上が見えている。 

 

 

 

 

のどかな丘陵地帯 

 

 

石舞台？ のろし台？ 

 

 

 

登山途中 富士山に感動 

 

 

 

厳しい登り坂 ロープで登る 
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７時５５分 

雁ヶ腹摺山頂上到着。 

標高１８７４ｍ。 

 

頂上は広い広場になっている。 

 

振り向くとそこに美しい富士の姿があった。 

空はうす曇で富士は深い紺色をしている。 

手前の滝子山などの山々がまた美しい。 

 

昔の５００円札の拡大写真が大きく 

掲げられている。 

今日は本物の景色と見比べられて、 

天気に感謝である。 

 

朝の８時、清々しい空気の中、この様な 

景色を見られて、ほんと幸福である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５００円札の拡大写真 

 

 

 

雁ヶ腹摺山頂上の標識 

 

 

 

濃い紺色の富士山 
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８時１０分 

景色を十分堪能したので、次の目的地 

姥子山に向けて出発する。 

 

ここで姥子山を紹介。 

『姥子山（１５０３メートル）は大月市秀麗富嶽十二景中の 

 １番山頂、雁ケ腹摺山のほぼ南東に位置し、３峰からなる。 

中央の峰に姥子祠（ほこら）があり、この祠がある故に 

 姥子山と称するという。 

 

 姥子社は江戸時代、この山を伐採した材木屋が 

 安全祈願のためまつったというが、南東から北上してくる 

 奈良子本谷の支流お浄ケ沢上流に洞穴があり、 

 幼子が姥（うば）の懐に抱かれているような暖かい場所と 

 いうことからの命名とも言われている。』 

 

８時１３分 

下り坂が続く。山の標高差が３７０ｍあるので 

ほとんど下り坂なのだろう。 

途中、根元から折れた木々がたくさんあった。 

異常事態だと思う。 

 

８時２５分 

途中で不思議な石を発見。 

三角錐に組み立てられている。 

これものろし台？宇宙人の標識？ 

ロマンを感じる。 

 

８時４５分 

快適なトレッキングが続いている。 

突然、目の前に異様な物が現われる。 

ガードレールとミラーである。 

林道が登山道を横切っている。 

山の景色を楽しみながら歩いている所に 

ガードレールとミラーが急に現われると 

雰囲気が乱れるなあ と呟く。 

先に異様なものが見えている 

 

 

 

三角錐の不思議な石 

 

 

 

折れた木々 
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８時５５分 

姥子山までの登山道、 

結構険しい登り坂が続く。 

 

９時０３分 

相当きつい登り坂。 

頂上が近い。 

 

９時０５分 

姥子山頂上に到着。 

標高１５０３ｍ 

 

周りは雲一色で何も見えない。 

 

と思いきや、一瞬富士が姿を現わした。 

やはり綺麗な姿である。 

と思いきや、すぐ姿を消した。 

 

ここは、蜂と蠅がやたら小生に 

寄ってくる。 

あまり好きなタイプでない。 

 

 

９時１５分 

先程の林道に向けて出発。 

相当な急斜面と岩場のため、 

細心の注意で下る。 

 

９時３０分 

林道に到着し、左折して林道をしばらく歩く。 

 

途中、何やらの頭蓋骨を発見。 

やたら長い顔をしている。鳥か、動物か？ 

手にとって観察。 

歯が奥まで綺麗に並んでいる。 

狐と推定。 
何やらの頭蓋骨 

 

 

 

雲の中の富士山 

 

 

 

姥子山頂上の標識 

 

 

 

厳しい登り坂 
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９時３８分 

林道を離れてまた登山道に入る。 

金山峠を目指す。予定所要時間１時間。 

 

９時４１分 

また、のろし台？があった。 

歴史を感じる。 

 

１０時０３分 

途中、道が削れている。 

 

 

１０時１７分 

またも、林道に出た。 

どうもムードが壊れるなあ。 

畑倉用水水源地の看板有。 

ここが水源地なんだなあ。 

 

１０時２５分 

再び登山道へ入る。 

 

 

１０時３０分 

金山峠着。 

ここは、金山民宿村、大袋山、中村集落の分岐点。 

昔は結構賑わっていたのではないかな。 

 

１０時４０分。 

出発。金山民宿村を目指す。 

 

 

１０時４５分 

相当急な斜面を下る。 

昔の人は、ここを草鞋で歩いたと思うと 

すごいと思ってしまう。 

 

相当な急斜面  

 

 

 

金山峠  

 

 

 

またも のろし台 

 

 

 

金山峠への登山道入り口 

 

 

 

この辺は畑倉用水水源地 
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１０時５０分 

ここが浅利川スタート地点と思われる水源に来た。 

感動！水が湧き出している。 

 

１０時５１分 

あっ！ やばい！ 危ない！ まずい！ 

砂地の横急斜面を４ｍ滑落！ 

大怪我はなく無事だった。 

両膝、片腕を擦りむいた。 

 

１１時００分 

小川の水が多くなった所で洗浄、消毒。 

洗ってみると膝の傷が結構ひどい。 

とは言っても、家に帰って赤チン付ければ OK、OK。 

 

１１時０５分 

小川はどんどん水量を増やし川幅を広げ 

いつの間にか激流になっていく。 

 

その変化がとても早く、おもしろい。 

 

 

 

 

 

 

 

１１時２０分 

なんだこりゃ 絶壁じゃないかの最後の登り坂。 

ヒィ～ ヒィ～騒ぎ。 

 

 

１１時２５分 

やっと林道に出た。 

ここから浅利の我が家まで一本道となる。 

 

登りきったら林道に出た 

 

 

最後の登り坂 

 

 

 

浅利川のスタート地点 

 

 

 

滑落事故現場 

 

 

 

小川の成長 
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１１時４０分 

金山鉱泉山口館手前にて最後の休憩。 

靴を脱ぎ泥排除、水分補給、パンツの中の空気入替え。 

リフレッシュ完了。浅利の郷までノンストップで行く。 

 

１１時５１分 

金山鉱泉山口館 離れ家 

いいですえ～。 

新しく建てたみたい。 

こんな所でゆっくりしたいなあ。 

 

１１時５３分 

金山鉱泉山口館。 

ここには、何回かお世話になりました。 

 

ここで金山鉱泉を紹介。 

『温泉の由来は山梨らしく、近くにあった 

信玄の隠し金山で働く人たちの療養のため 

に使われたものだそうです。 

山口館は明治３５年に初代が湯治場として 

開業したのだそうで、当時の分析表の 

コピーが掲げてありました。  

宿の一番奥に男女別の浴室があります。 

 最近改築されたのか、とてもきれいなヒバ造りの 

湯船は３人ほどでいっぱいになってしまう小さなもの。 

小さくても木造りの湯船は肌触りがよく、気持ちいいものです。 

 無色透明の湯は鉱泉なので当然湧かしていますが、 

 柔らかい感じの湯でした。』 

 

小生も今から１３年前、傷の療養に通った事があります。 

 

別件、ピッケルズで雁ヶ腹摺山を登山後、ここまで歩いてきて 

鉱泉で思いっきり休養、その後の軽くビールが重くなり、 

ベロベロ状態で本番の反省会（松野屋）が全然盛り上がらず・・・ 

やはり、お風呂直後のビールは最高っすよね。 

今日は、家まで歩きのため、我慢我慢。 

リフレッシュ場所 
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１２時１０分 

河野園バーベＱ場。 

川のほとりでのバーベＱは最高。 

釣った鮎もいっしょに食べられる。 

小生も子供会などで何回か来た。 

酔っ払ったお父さんが川に飛び込んでいたっけな。 

小生は慶応と同じ陸の王者のため、そんな事は 

しない。（ほとんど泳げないのでできない。） 

 

１２時１５分 

民宿森屋荘。 

 

ここで森屋荘を紹介。 

『玄関では樹齢 800 年を越すと言われる紅葉の 

巨木がお客様をお出迎えし、館内にも木々の 

温もりが溢れています。 

 首都圏からほど近いのに澄みきった空気と悠久の 

時間を満喫できます。』 

 

ここは、浅利小学校ＰＴＡの反省会のメイン会場。 

いのしし鍋、鹿の刺身、山菜のてんぷら、川魚の塩焼、 

？？？の煮物などなど、ちょっいと珍しい食べ物を食べさせて 

くれます。 

大きなお風呂もあって快適です。 

 

１２時３５分 

歩いて見ると初めて見たいな？景色が見られる。 

（実は道を間違えているのでやはり初めての景色 

だった（笑） ） 

 

１２時５０分 

トズラ峠着。 

えっトズラ峠？？？ 

道を間違えてる！ 

稚児落し経由で帰るか？ いっそ前進して岩殿山の裏へ出るか？ 

戻るのが無難と判断。 

初めての景色？ 
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１３時００分 

戻る途中、富士がチョビット顔を出してくれた。 

間違ったかいがあったじゃないの ♪ 

 

１３時１５分 

間違える前の地点の森屋荘まで戻った。 

一本道ではなく分岐点があったのだ。 

１時間のロス。 

良いではないか？ のう～。 

 

１３時１８分 

どこかで「コンニチハ コンニチハ」の声がしている。 

おや、浅利のおばさん。 

ここまで進出してんのけ？ 

 

１３時２８分 

ゴミ一つないきれいな道。 

浅利地区のお隣の遅能戸（おそのうと）地区の 

子供会がゴミ拾い活動を頑張ってくれているのだろう。 

 

１３時３５分 

遅能戸（おそのうと）地区には入った。 

活気がある。 

小生の知り合いも多い。 

 

スナックＯＺ（オズ）の前通過。 

山の中のカラオケスナック。 

この頃来なくなったが、ちょっと前まではよく来たもんだ。 

ママがバレーボール監督＆選手。 

 

１３時４０分 

浄照寺通過。 

『本尊は阿弥陀如来である。 

 １２７５年、親鸞聖人の直弟子関東六老僧の一人 

 了海上人（東京麻布山善福寺住職）によって 

 建立された。』 

木々の間から富士が顔を出す 

 

 

 

遅能戸のきれいな道 

 

 

 

遅能戸地区 
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１３時４５分 

宮沢神社通過。 

『当神社の創建は不明であるが、西奥山の地名 

「遅能戸」 （おそのうと）は、 

当神社の宝物 鬼の首（おにのと）より 

由来すると伝えられている。』 

 

１３時５０分 

と思いきや、遅能戸の友人とばったり。 

何やらの会話・・・・・が続く。 

最後、近い内飲むべえ～！ で解散。 

 

浅利地区に入る。 

 

１４時００分 

浅利小学校。 

平成２０年に学校統合により廃校となった。 

 

その昔、全校生徒３０名、内、折笠の子供は３人、 

１割が折笠。 

よってＰＴＡ会長に決定？ 

 

ほんと、子供と同じ位いろいろな思い出がある。 

あの頃は、良き時代であった。 

 

１４時０５分 

松野屋。 

浅利地区唯一の割烹料理屋。 

結構本格的な料理が出てきて旨いし安い。 

小生お気に入りのお店です。 

マスターはピッケルズの最高顧問。 

 

つり橋。瑞善橋。 

風情があってたいへん良い。 

 

土砂崩れ補修現場。 

廃校の記念碑 

 

 

 

超モダンな浅利小学校の校舎 
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１４時１０分 

浅利銀座到着。 

大津屋酒店と 

浅利公民館が 

ある。 

 

以下の物語の地である。 

『５月の日曜日の午前中、浅利集落では 

一斉道路清掃があったそうな。 

 村人たちは近代兵器のエンジン回転式 

カッター、一輪車、くわ、箒、ちりとりを 

持ち寄って一斉に掃除開始。 

 掃除後の宴会の楽しみもあってあっという間に 

終わったそうな。 

 

 その後、浅利公民館の軒下で、あたたかい日光を浴びながら 

 宴会開始。ビールから氷結、氷結から日本酒と絶好調。 

 まだ、お昼を越えたばかり。 

 お酒がなくなると前の大津屋ですぐ仕入れ。便利、便利。 

 

 そこへ何人もの岩殿山登山者が通過したそうな。 

 村人たちはいのししや鹿の肉を焼いて岩殿山登山者に振舞った 

 そうな。 

 おまけにおみやげに獲れたてのたけのこを持たせたそうな。 

 岩殿山登山者は、大層喜んで帰っていったそうな。 

 

 喜んでもらって嬉しくなった村人たちは、その後も飲み続けたとさ。』 

 

１４時１１分 

折笠の家を通過し、もう少し大月街よりまで行ってみる。 

 

 

１４時１３分 

浅利川もここまで来ると立派になる。 

左の家が鈴木滋参事の奥様のご実家。 

 

浅利銀座 

 

 

 

浅利公民館 

 

 

 

大津屋酒店 

 

 

 

折笠の家 

右折２０ｍ 

 

 

 

 

立派になった浅利川 
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１４時１７分 

神田神社。 

与一地蔵。 

 

ここで浅利与一地蔵を紹介。 

『＜浅利という場所＞ 

 大月市賑岡町に浅利という地区があります。 

 その「浅利」のという地名の由来、浅利与一義成の亡くなった場所とも、 

 浅利式部の居所とも伝えられています。 

 浅利氏の墓所、そして館跡で名が知られているのは中央市浅利。 

 また、浅利式部というと真っ先に浮かぶのは、浅利右馬助信種 

 （式部丞・式部少輔とも）なのですが、皆さんはいかがお考えに 

 なられます？ 

 

 ＜与一地蔵＞ 

 高さ 2m 程度の巨大なお地蔵様。 

 江戸時代にこの地を襲った土砂崩れで 

埋没してしまったそうなのですが、 

 明治時代に再建されました。 

 江戸時代にあった与一地蔵は鎌倉より 

与一菩提のために送られた積石式石地蔵で 

あったとも言われています。 

 

 ちなみに、浅利与一とは甲斐源氏清光の子です。 

 彼は弓の名手で、那須与一・佐奈田与一とともに「三与一」と呼ばれ、 

 壇ノ浦合戦で活躍した人物です。 

 

 浅利与一の墓所は山梨県中央市大福寺・法久寺にあります。 

 

 ＜浅利信種公之墓＞ 

 与一地蔵の左隣に浅利信種墓所が昭和四十七年 

（1972）建立されています。 

 墓史によると、浅利氏に縁のあるこの浅利地区、 

浅利信種墓所「浅利明神」の 

 ある神奈川県愛川町からの申し出があり、 

分骨されたのだとか。・・・ 
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「分骨」ということは、文字通りにとってよろしいのでしょうか？ 

  だとすると、エライことのような気がするのですが・・・。 

 

 その浅利信種、彼は浅利与一義成の子孫と言われることもありますが、 

 はっきりしていません。 

 

 信種の部隊の軍装は「赤備え」であったといわれ、 

 大変勇猛であったといいます。 

 

 信種自身は、武田信玄の側近として活躍しており、武田義信謀反未遂事件を 

 うけての永禄十年（1567）生島足島神社起請文の取りまとめ奉行を吉田信生

とともにつとめています。 

 

 そして永禄十一年（1568）頃には西上野の統括者として上野箕輪城に在城、 

 さらに永禄十二年（1569）武田信玄の小田原攻めに従軍し、三増峠で北条軍

と戦いますが、鉄砲で撃ち抜かれ討死します。 

 

 現在浅利明神が愛川町にある理由は三増峠との関係からなのです。 

 

 ＜頭上を走る文明の力＞ 

 与一地蔵のほぼ真上には、中央自動車道高架が 

あります。 

 しかもかなりの高さで三本・・・。周辺は 

とてものどかで、ハイキングや登山者が多く 

歩いていましたが、この頭上だけは近代的でして。 

 正直、巨大で迫力がありすぎて怖いですね。』 

 

すっかり、浅利の勉強ができた。 

 

 

２時２２分 

折笠の家に到着。 

 

シャワーを浴びて、昼御飯を少し食べて、 

今回の山レポートをまとめる。 

充実してまんな。 

神田神社鳥居の上を行く中央自動車道 

 

 

 

折笠の家 入り口 
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以上、今回の目的 

・雁ヶ腹摺山 姥子山の登山 

・地元の文化、歴史の探索 

・昔の思い出感傷の旅 

は十分達成できました。 

 

夜は、家内に今日２０ｋｍ先の大峠まで送ってもらったお礼に 

大月で一番美味しいお店”みやじま”でカツ煮丼をプレゼント。 

 

（お父さんは、ビールと八宝菜で超ご機嫌モードでありました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


